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皆さんは、「顕型」と「原型」という

言葉を耳にしたことがありますか。

顕型とは、「表面に出ている様子」、

「目に見える様子」を意味します。一方、

原型は、「もとの原因」をさす言葉とし

て使われます。

風邪に例えるなら、顕型は目に見える

様子ですから、「顔が赤い」、「咳をし

ている」等のことをさします。一方、原

型は、「体がウイルスに感染されてい

る」ということになります。顕型は見え

るので気付きやすいのですが、原型は自

分から意識していかないと見過ごしてし

まいがちです。

子育てをしていると、その時々でいろ

いろと気になることがでてきます。そん

な時、先の二つの言葉を思い出してみる

と、よりよい対処法を見付けるヒントに

なるのではないかと思っています。

「忘れ物が多い」ということを例にし

てみましょう。言うまでもなく、これは

顕型です。その対処としては、「声をか

ける」、「連絡帳を確認させる」等のこ

とが思い浮かびます。差し当たってやら

なくてはいけないことですから、これら

の方法は間違ってはいません。しかし、

「親が注意を怠ると、また忘れ物をして

しまう。」といったように、その場かぎ

りのもので終わってしまう可能性もあり

ます。

ここでポイントとなるのが原型にも目

を向けるということです。つまり、忘れ

物をしてしまう根本の原因を探り、対処

法を考えるのです。すると、「年齢なり

の基本的な生活習慣がまだ身に付いてい

ない」、「なぜ忘れ物をしたらいけない

のか、その理由が分かっていない」等の

ことが分かってくるかもしれません。原

型への対処は、顕型へのそれより時間も

手間もかかりそうです。しかし、根本原

因への対処ですから持続的な効果が期待

できますし、きっと、忘れ物に限らず、

他のことにもよい影響がでてくることで

しょう。

両者のバランスを上手に考え、根気強

く取り組めていけたらと思います。


